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センター人権・社会教育活動事業
はじまります！“まなびっこアカデミー２０１８”
１０月１３日（土曜日）ビューティコース，ネイルサロン開店に向けて，ネイルアートを学ぼう！定員１０人
１０月２０日（土曜日）ビジネスコース，お店を開くために，お店の経営や管理に必要なノウハウを学ぼう！定員１０人
１０月２０日（土曜日）アナウンサーコース，ステージの司会をめざして，人に伝わる話し方を学ぼう！定員５人
１０月２７日（土曜日）全コース集合！お店の看板を作ったり打ち合わせをしたりして，準備をしよう！
１１月３日（土曜日）ふくやま子どもフェスティバル２０１８，学んだことをいかして，それぞれの場所で活躍しよう！！

★集合場所　まなびの館ローズコム
★午後２時から（１１月３日は午前９時集合）
★対象　小学４年から６年生
★申しこみは１０月１日（月曜日）８時３０分から
☆連絡先　中部生涯学習センター　
☆電話　０８４－９３２－７２６５
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ちゅーぶ　カラフル絵の具箱！

このコーナーでは，中部管内各公民館・コミュニティセンターおよびローズコム館内各施設の情報を掲載します。

深津公民館
◆社会教育活動事業　第３回いきいき大作戦　
終活セミナー「まごころ」を伝えるために　
とき　９月１９日（水曜日）１９時３０分から
ところ　深津公民館２階　会議室
講師　大立　稔さん（一般社団法人　福山相続相談センター理事長）
対象　どなたでも
定員　５０人程度
内容　みなさんは自分や家族のもしもの時について真剣に考えたことがありますか。「もしもの時」を考え，かけがえのない家族へ伝えることはないでしょうか。　あなたのまごころを伝えるためにはどのような方法があるでしょうか。一緒に考えてみませんか。
参加費　無料　
◆問合せ　深津公民館（９２５－４２６３）
三吉コミュニティセンター
◆子育て交流事業『みよしコミュキッズチャレンジ』
　「土からつくる自分だけのオカリナ」
とき　９月２２日（土曜日）９時から
ところ　三吉コミュニティセンター　２階実習室

講師　平川　富章（オカリナα）
対象者　小学生

定員　１６人
内容　土からオカリナをつくる。
参加費・材料費　５００円（申し込まれてからのキャンセルはできません。）
持参物　飲み物・エプロン・雑巾１枚（持ち物には名前を記入）
◆申込み・問合せ　三吉コミュニティセンター
（９２３－８８６５）
三吉コミュニティセンター
行政書士等による　相続・遺言手続きに関する無料相談会
日時・場所・お問い合わせ先
９月２９日（土曜日）１３時３０分から１６時３０分
福山市三吉コミュニティセンター
福山市三吉町２丁目８－５
電話　９２３－８８６５
遺言や相続手続きに関してお気軽にご相談ください。
事前に予約をお願いします。
秘密は厳守いたしますので，安心してご相談ください。
深津コミュニティセンター

◆人権啓発講座　西深津学区人権講座
　『聞こえないって　どういうこと？』
　　～福山市こころをつなぐ手話言語条例～
　とき　９月１２日（水曜日）１９時から２０時３０分
　ところ　深津コミュニティセンター　２階第２学習室
　講師　杉原　瑞枝さん（ＮＰＯ福山ろうあ協会副理事長）
内容　手話への理解を深め，地域で支えあうことにより，手話を使って安心して暮らすことができ，誰もが共生することができる地域社会の実現をめざし，「聞こえないって，どんなことなのか」講師の方の体験を学びましょう。※ろう講師が手話で話されるため手話を通訳して話されます。※要約筆記あります。
『人権尊重のまちづくり』
　とき　９月２６日（水曜日）１９時から２０時３０分
　ところ　深津コミュニティセンター　２階第２学習室
　講師　楠　順二さん（人権・生涯学習課　啓発担当次長）
　内容　福山市の「まちづくり」の基底には，常に「基本的人権の尊重」がテーマとしてあります。人権尊重のまちづくりの担い手の一人として，共にまなびましょう。
　※要約筆記あります。
◆人権啓発講座　施設利用者学習会
　『聞こえないって　どういうこと？』
　　～福山市こころをつなぐ手話言語条例～
　とき　１０月１３日（土曜日）１０時から１２時
　ところ　深津コミュニティセンター　２階第２学習室
　講師　福山手話講師団
ろう講師　門田　潤美さん（ＮＰＯ福山ろうあ協　会理事長）
健聴講師　上山　久美子さん
内容　施設を利用されているみなさんに，コミュニティセンターが設置されている目的を超理解いただき，これからも気持ちよく利用していただくための学習会を開催します。多くの方の参加をお待ちしています。。※要約筆記あります。
　　※託児を利用を希望される方は申込みをしてください。
　　※駐車場は中溝公園です。

◆申込み・問合せ　深津コミュニティセンター
（９２３－８１０３）
ふくやま子どもフェスティバル２０１８
１１月３日（祝日・土曜日）
詳しくは１０月号で
平和アピール展inまなびの館ローズコム
展示期間：２０１８年８月１日（水曜日）から８月１７日（金曜日）
子どもたちの願いをこめて　いのちかがやく未来のために！

今年も子どもたちの願いをこめた作品が，まなびの館ローズコム１階のエントランスに展示されました。来館された多くの人が感動し，平和への思いを強くしました。
福山市の広報テレビ番組のあゆみ　
歴史資料室　企画展
展示期間：２０１８年８月２日（水曜日）から９月３０日（日曜日）
広報テレビ番組といえば，現在『びんご姫のふくやま福さがし』が放送されていますが，以前の番組を覚えていますか？資料を見ながら，映像媒体のうつりかわりと時代の変化を感じてみませんか。実際の映像も上映中です。
※特別に撮影許可をいただきました。
これぞ！わが館イチオシ！
このコーナーでは，前号までに「カラフル絵具箱」で紹介した中部管内公民館・コミュニティセンターのイチオシ情報のレポートをお届けします。今回は西公民館（西学区）からの情報です。
「安心・安全のまちづくり」
～何よりも人の命が大事！住民の力で災害復旧活動！～

7月上旬に発生した『西日本豪雨災害』は，各地に大きな被害をもたらしました。福山市内においても小さな命と高齢者の尊い命を奪ってしまいました。近年，例を見ない大きな被害を受け，復旧には長い時間がかかります。日常生活を取り戻せない多くの方々のことを考えると胸が痛みます。各学区や地域でも，日ごろからの備えや訓練が大事であると学習会の積み重ねや訓練の実施を繰り返し行っていた矢先のことでした。自然の脅威に立ち向かうためにもっとできることを考えなくてはならないとあらためて実感したことでしょう。
そんな中，中部管内西学区では，住民のみなさんの力で住民自身の命を守る活動がいち早く取り組まれました。一部ですがこの機会にご紹介させていただきます。
西学区でも，学区の一部の地域はこれまでにも何度も大雨などで洪水被害に遭うということが続いていました。そして今回の豪雨により，床上・床下浸水，道路の水没，土砂崩れ，ブロック塀の倒壊等の被害に遭われました。大雨特別警報発令中に，避難された方も何人もおられました。これ以上の被害を出してはいけないということから，いち早く，西学区災害対策本部を立ち上げ，夜を徹しての警戒，見回り，情報収集や避難誘導をされ，翌日，災害復旧活動するためメールシステムや町内会を通じて災害ボランティアを急遽募集されました。何日も続く雨の中，浸水被害の自宅の片づけやごみの分別，家の中に入った泥のかき出し作業，学区で募った多くの住民ボランティアによる作業は，被害に遭われた方々の大きな力になったことと思います。『自分たちのまちは自分たちで守る・尊い命を大事にする・仲間の思いを共にする』そんなまちづくり活動の原点に立ち返る取組みを垣間見ることができました。
今回のことを通じて，あらためて大自然の脅威とそれに立ち向かうことのできる地域の力の必要性を再確認することができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
それぞれの地域で，そこに暮らす住民のみなさんと一緒にもう一度話し合ってみるのも必要かと思います。
ちゅ～吉さんのつぶやき。
今から９５年前の１９２３年9月1日，この日は『関東大震災』の起こった日です。自然災害はいつ起こるか測り知れません。その後大きな戦争や阪神・淡路，東日本大震災をはじめ多くの災害により多くの犠牲が出ました。このことを教訓に，災害に強い地域づくり，人と人とのつながりが大事だということを決して忘れてはならないと思います。
